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I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

2月

3月

第1回全国集合住宅団地
支え合いサミット
集合住宅団地におけるコミュニティの問題に
対して私たちが何をなすべきかを、先駆的な事
例を通して考えます。
日時　平成25年2月10日（日）13：00～17：30
会場　関西学院大学G号館
参加費　3,500円
●問同サミット実行委員会事務局（全国コミュ
ニティライフサポートセンター）
TEL022-727-8730

URL　http://www.clc-japan.com/

拘束なき介護にむけてのシンポジウム
全国的な高齢者虐待の現状と防止に向けた取
り組みの紹介を通じて、高齢者虐待を共に考
える機会として開催します。
日時　平成25年2月12日（火）13：30～16：30
会場　兵庫県民会館9F　けんみんホール
対象　会員事業所職員、福祉関係者、福祉系学
生、利用者・家族、一般の方

定員　300人（先着順）
参加費　無料
●問一般社団法人兵庫県老人福祉事業協会
TEL078-291-6822

今いき方を考える
かいご学会 in 西宮2013
介護・医療現場で活躍する講師陣や介護家族
が生き方と逝き方を語り合います。
日時　平成25年3月3日（日）10：00～16：45
場所　関西学院大学G号館
参加費　3,000円（学生1,000円）
●申●問特定非営利活動法人つどい場さくらちゃん
TEL＆FAX0798-35-0251

URL　http://www.geocities.jp/
tsudoiba_sakurachan/

第12回気づきを築くユニットケア
全国実践者セミナー in 神戸
全国の実践発表から、発表者と参加者がとも
に学び考え合うことを目的として開催します。
日時　平成25年3月16日（土）～17日（日）
会場　神戸学院大学　有瀬キャンパス
参加費　一般参加15,000円、会員・発表者
13,000円

内容　実践リレー、現場実践支援講座など
●申JTB東北ECデスクTEL0120-989-960
●問同セミナー実行委員会事務局
（特養・老健・医療施設ユニットケア研究会）  
TEL022-727-8732

URL　http://www.clc-japan.com/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
全日本冠婚葬祭互助協会
社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業へ助成します。
対象事業　高齢者福祉事業、障害者福祉事
業、児童福祉事業（福祉分野助成のみ抜粋）

対象団体　非営利組織（財団法人、社団法人、
社会福祉法人、NPO法人、その他任意団体）

助成金額　1件あたり上限200万円(総額
1,000万円)

締切り　平成25年2月28日（木）必着
●申●問社団法人全日本冠婚葬祭互助協会社会
貢献基金運営事務局　TEL03-3596-0061

URL　http://www.zengokyo.or.jp/

兵庫県遊技業協同組合
は～とふるふぁんど支援金
「ボランティアあしすと」部門
遊技時に出たこぼれ玉やホールからの寄付
金などを積み立てた基金により、地域ボラン
ティア活動の支援を行います。
対象団体　県内を主たる活動の場とし、5人以
上のグループで活動している地域の団体ま
たはボランティア団体（この他にも条件あり）

対象事業　環境保全や災害救援事業、地域の
安全、防犯などにかかわる事業、青少年の健
全育成事業、その他の公益の目的と認めら
れる事業で平成25年7月1日～平成26年6
月30日までに終了する事業

助成金額　1件上限100万円※総事業費の4
分の3以内

締切り　平成25年3月8日（金）必着
●申●問はぁ～とふるふぁんど事務局
TEL078-362-8505

URL　http://www.hyoyukyo.or.jp/ 

東日本大震災復興支援
「続・聴きたい伝えたいなんでも話隊」
　東日本大震災の影響で関西へお越しの方々、
神戸の絶景スポットで暖かい飲み物とスイー
ツをいただきながら、ふるさとの話をしません
か？（参加費無料）
日時　平成25年2月10日（日）13：30～15：30
会場　旧グッケンハイム邸（神戸市垂水区）
内容　みんなdeコンサート、参加者同士の交流、
なんでも相談会
●問兵庫県司法書士会TEL078-361-7234
URL　http://www.hyogo-shihoushoshi.jp/

5日

6・13日

8日
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14～15日

16日

18日

22日
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26日

27日・3月6日

1日

2日

8日

28日

障害福祉施設系事業所中堅職員
研修◆県中央労働センター
職場内研修担当者研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
会計実務基礎講座（通信課程）スク
ーリング◆社会福祉研修所
第３回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
相談面接技術研修・中級（Ｂコース）
◆関西学院大学
メンタルヘルス研修会
◆県福祉センター
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペ
ーン推進協議会幹事会
◆県福祉センター
県ホームヘルプ事業者協議会 ホー
ムヘルプサービス研究協議会
◆神戸市勤労会館
第3回社会福祉研修委員会
◆社会福祉研修所
社会福祉法人監事研修
◆県医師会館
コミュニティワーク基礎研修
◆社会福祉研修所
リスクマネジメント研修
◆県福祉センター
第2回福祉の就職総合フェア　in 
HYOGO◆神戸サンボーホール
社会福祉法人理事長研修
◆県中央労働センター
県社協 第229回理事会
◆県福祉センター
第3回社会福祉政策委員会
◆県福祉センター
県社協　第176回評議員会
◆県福祉センター

第2回 福祉の就職総合フェア in HYOGO
福祉現場への就職を希望する学生や求職者
を対象に、福祉施設等と求職者の合同就職
説明会を開催します。
日時 平成25年3月2日（土）13：00～17：00
会場 神戸サンボーホール
対象　学生・一般求職者
　　　※事前申し込み不要

2月は
「はたちの献血
キャンペーン」
月間だよ！

たつの市

行事予定

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

日本年金機構
「年金記録確認キャンペーン」のご案内
いまだ持ち主が確認できていない記録が多数
残っています。あらためて、ご自身の年金記録
にご心配のある方は、ご確認いただき、お近く
の年金事務所等にご相談ください。
●問ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
TEL 0570-058-555
URL　 http://www.nenkin.go.jp/

●申●問兵庫県社会福祉協議会　福祉人材センターTEL078-271-3881
URL　http://www.hyogo-wel.o.jp

参加費無料

共催イベント「福祉の就職ガイダンス」
（11：00～12：00・要予約）

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成25年2月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑧

障害者の尊厳を守る
地域社会づくり

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

あなたのまちの社協ナビ……P7

たつの市社協
住民の声から「地域の福祉力」を高める
まちづくり活動へ！
地域を駆ける！ワーカー物語……Ｐ8

社会から孤立しがちな人に寄り添って、
地域で暮らし続けられるようにしたい
豊岡市社会福祉協議会　福嶋 勝さん
兵庫県からつなぐ被災地支援……P9

県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

神戸市中央区海岸通8番 神港ビルヂング5Ｆ
ＴＥＬ078-331-5255 ＦＡＸ078-331-7800
http://www.idee-kobe.co.jp

フェニックス
サポーター
はばタン

自然災害から「住まい」「家財」を守る
～兵庫県住宅再建共済制度～

フェニックス共済フェニックス共済
●住宅をお持ちの方

住宅再建共済制度
年額５,０００円で
最高６００万円を給付

●県内にお住まいの方

家財再建共済制度
年額１,５００円で
最高５０万円を給付

共助に感謝キャンペーン実施中！詳しくは下記まで！
（公財）兵庫県住宅再建共済基金  神戸市中央区下山手通5-10-1 
TEL 078-362-9400（専用電話　平日9：00～17：00) フェニックス共済　検索
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も
ち
ろ
ん
誰
も
が「
障
害
者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
は
い
け
な
い
こ
と
」と
考
え

て
い
る
だ
ろ
う
し
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。し
か
し
、

平
成
24
年
の「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調

査（
内
閣
府
）」に
よ
る
と
、障
害
者
に
対

す
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て「
あ
る
と
思

う
」と
答
え
た
人
が
約
9
割
も
お
り
、多

く
の
人
々
が
差
別
や
偏
見
の
存
在
を
感

じ
と
っ
て
い
る（
図
1
）。

　
実
際
に
、現
在
で
も
次
の
よ
う
な
差
別

が
存
在
し
、障
害
者
と
そ
の
家
族
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
社
会
に
拒
ま
れ
、苦
し
い

体
験
を
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害
を
理
由
に
し
た
対

応
の
解
消
に
向
け
て
、国
は「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
」（
以

下
、「
差
別
禁
止
法
」）の
制
定
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
い
る
。な
お
、法
案
は
平

成
25
年
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　
昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン「
完
全
参
加
と
平
等
」と
、平
成
18
年

の
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
よ
る

「
障
害
者
の
権
利
保
障
」は
、共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
」だ
。

　
特
に
差
別
の
禁
止
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
、

障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
は
、障
害
者
の

参
加
機
会
や
役
割
を
奪
い
、尊
厳
を
深
く

傷
つ
け
る
。早
急
に
社
会
か
ら
解
消
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
と
い
え
る
。

　誰もが尊厳をもって共に生きる社会（共生社会）の実現に向
けて、障害の有無にかかわらず、すべての人がお互いに認め合
う意識をもち、支え合いの行動に移すことが求められている。
　しかし今なお、障害に対する無理解や無関心によって、結果的
に障害者の尊厳が奪われる差別や虐待が起きており、社会全体
での解消が急がれる。今号では、「障害者の自立と社会参加」を
キーワードに、差別禁止と虐待防止の動向をお伝えするととも
に、障害者の尊厳を守る地域社会づくりについて考える。
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精
神
障
害
者
は
、生
活
環
境
や
人

間
関
係
を
は
じ
め
、色
ん
な
こ
と
に
不

安
を
抱
え
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。障
害
特
性
か
ら
、話
を
整
理

し
て
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、

相
手
に
話
を
理
解
し
て
も
ら
え
て
い

る
か
不
安
に
な
っ
て
同
じ
話
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り

返
し
た
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す
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で
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が
、そ
の
理
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十
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う
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地
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人
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偏
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ま
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偏
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を
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け
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性
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人
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地
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よ
う
に
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い
た
い
と
思
い
ま
す
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尊
厳
を
守
る
共
生
社
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へ

　
差
別
禁
止
法
制
定
の
目
的
は
2
つ
。一

つ
は
、「
何
が
差
別
に
あ
た
る
の
か
」を
明

ら
か
に
し
て
社
会
の
ル
ー
ル
と
し
て
共
有

す
る
こ
と
。も
う
一
つ
は
、差
別
を
受
け

た
場
合
の
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
。特
に
、差
別
を
し
た
人
を
罰
す

る
の
で
は
な
く
、差
別
禁
止
に
よ
る
障
害

者
の
機
会
均
等
と
社
会
参
加
の
保
障
を

目
指
し
て
い
る
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
そ
し
て
、差
別
禁
止
法
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
障
害
者
政
策
委
員
会
差

別
禁
止
部
会（
内
閣
府
）の
意
見
で
は
、障

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

内閣府「障害者に関する世論調査」（平成24年）より

■図1 障害を理由とする差別や偏見の有無について

障害者の尊厳が守られる地域社会の実現を！

　障害者虐待防止法に基づき各市町に
設置され、障害者虐待に関する通報・届出
の受理や相談、広報・啓発を行う機関。休
日や夜間においても速やかに対応できる
体制が確保されている。県内の相談窓口
は、兵庫県の下記ホームページより閲覧
できる。
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害
者
が
社
会
で
直
面
す
る
問
題（
社
会
的

障
壁
）の
う
ち
、特
に
次
の
10
の
分
野
で
の

差
別
解
消
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

障
害
の
な
い
人
と
異
な
る
取
扱
い

〜「
不
均
等
待
遇
」〜

　
こ
こ
で
、再
び
差
別
の
事
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、障
害
や
障
害
に
関

連
す
る
事
由
を
理
由
と
す
る
区
別
・
排

除・制
限
、障
害
の
な
い
人
と
異
な
る
取

扱
い
を
す
る
こ
と
は「
不
均
等
待
遇
」と

い
う
。た
だ
し
、客
観
的
に
見
て
正
当
な

目
的
が
あ
り
、や
む
を
得
な
い
と
い
え
る

場
合
は
、例
外
的
に
差
別
に
な
ら
な
い
。

障
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
不
足

〜
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
〜

　
次
に
、障
害
者
に
対
す
る
配
慮
が
不
十

分
な
場
合
、「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」と

い
う
差
別
の
考
え
方
が
あ
る
。こ
れ
も
い

く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
、障
害
の
な
い
人
と
同
様
の

機
会
や
待
遇
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、こ
れ
も
合

理
的
配
慮
の
提
供
に
あ
た
っ
て
経
済
的・

財
政
的
負
担
や
業
務
遂
行
に
及
ぼ
す
影

響
の
面
か
ら「
過
度
の
負
担
」が
生
じ
る

場
合
、例
外
が
認
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、前
述
の
世
論
調
査
で
は「
合
理

的
配
慮
と
差
別
に
関
す
る
質
問
」の
設
定

が
あ
り
、合
理
的
配
慮
の
不
提
供
が「
差

別
に
当
た
る
場
合
が
あ
る
と
思
う
」と
答

え
た
人
は
46
．1
％
と
半
数
に
満
た
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、差
別
解
消
に

向
け
て
正
し
い
理
解
を
広
め
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
取
り
組
み
で
重
要
な
視
点

と
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、差
別
禁
止
法
案
に
は
障

害
者
の
差
別
解
消
に
向
け
て
、簡
易
迅

速
な
紛
争
解
決
を
目
指
す
仕
組
み
が
盛

り
込
ま
れ
る
予
定
だ
。具
体
的
に
は
、①

相
談
と
調
整
、②
調
停
、斡
旋
、仲
裁
、裁

定
を
行
う
専
門
機
関
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
差
別
の
判
断
が

難
し
く
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
、障
害

者
と
そ
の
家
族
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑧
障害者の尊厳を守る
地域社会づくり

●
障
害
者
の
求
め
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

　
ず
、大
き
な
文
字
の
利
用
案
内
を
提
供

　
し
な
い

●
建
物
入
口
の
段
差
解
消
が
必
要
な
の

　
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
な
い

●
車
い
す
で
利
用
可
能
な
仕
事
机
が
用

　
意
さ
れ
な
い

●
視
覚
障
害
の
あ
る
労
働
者
で
パ
ソ
コ

　
ン
用
の
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
が
必

　
要
な
の
に
提
供
し
な
い

　
こ
こ
ま
で
、社
会
に
お
け
る
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
考
え
方
を
お
伝
え
し

て
き
た
が
、障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
、尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、も
う
一
つ
解
消
し
な
い
と
い
け

な
い
問
題
が
あ
る
。そ
れ
は
虐
待
で
あ

る
。虐
待
は
、差
別
や
偏
見
の
意
識
を
根

底
に
し
て
、障
害
に
関
す
る
無
理
解
、支

援
技
術
の
未
熟
さ
、支
援
者
の
ス
ト
レ
ス

や
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る
。暴
言
や
暴
力
、

世
話
の
放
棄
、お
金
の
搾
取
と
い
っ
た
虐

待
行
為
は
、障
害
者
の
身
体・心・生
命・

尊
厳
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、虐
待
の

防
止
も
差
別
禁
止
と
同
様
に
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。

虐
待
防
止
に
向
け
た
社
会
の
仕
組
み

〜
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
始
ま
る
〜

　
平
成
24
年
10
月
1
日
、「
障
害
者
虐
待

の
防
止
、障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律（
以
下
、「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」）」が
施
行
さ
れ
、す
べ
て
の
市

町
村
に
障
害
者
虐
待
の
相
談・通
報
窓
口

が
設
置
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、虐
待
を

受
け
た
障
害
者
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、虐
待
を
し
た
加
害
者
に
対
す

る
支
援
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、障
害

者
の
救
済
と
加
害
者
の
支
援
を
通
じ
て

虐
待
防
止
を
図
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　
障
害
者
虐
待
の
内
容
に
つ
い
て
同
法
で

は
、家
族・親
族
や
同
居
人
、福
祉
施
設・

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、会
社
の
事
業

主
な
ど
に
よ
る
5
つ
の
虐
待
行
為
を
定
め

て
い
る
。具
体
的
に
は
、「
①
身
体
的
虐
待

（
暴
力
で
身
体
に
傷
や
あ
ざ
、痛
み
を
与

え
る
行
為
）」「
②
性
的
虐
待（
わ
い
せ
つ
な

こ
と
を
し
た
り
、さ
せ
た
り
す
る
こ
と
）」

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

兵
庫
県
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
協
議
会

相
談
支
援
部
会 

部
会
長

玉
木 

幸
則
さ
ん

　

障
害
者
は
日
々
の
生
活
で
、理
不

尽
な
対
応
や
不
平
等
な
場
面
に
遭
遇

し
、い
や
な
気
持
ち
を
抱
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、地
域
で
家
を
探

し
て
住
も
う
と
し
た
場
合
、住
民
か

ら「
障
害
が
あ
る
か
ら
こ
の
街
に
来
る

な
」「
得
体
が
し
れ
な
い
か
ら
こ
こ
に

住
む
な
」と
反
対
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。今
は
、障
害
者
と
支
援
者
が
一

緒
に「
迷
惑
か
け
ま
せ
ん
か
ら
、こ
こ

に
住
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
し

て
理
解
を
求
め
な
い
と
い
け
な
い
、お

か
し
な
社
会
で
す
。思
い
浮
か
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。障
害
の
な
い
人
が
、「
迷

惑
か
け
ま
せ
ん
か
ら
、こ
こ
に
住
ま
せ

て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
障
害
者
の
尊
厳
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
、そ
し
て
共
生
社
会
に
向
け
て
重

要
な
こ
と
は
、障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
お
互
い
が
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て

話
し
合
い
、気
づ
き
、認
め
合
い
、折
り

合
い
を
つ
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
不
安
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
で
す
。障
害
者
虐

待
防
止
法
と
差
別
禁
止
法
は
話
し
合

う
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。障
害

の
な
い
人
は「
も
し
自
分
が
障
害
者
の

立
場
に
立
っ
た
ら
ど
う
感
じ
る
か
」想
い

を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、障
害
者
の
悩

み
や
生
き
づ
ら
さ
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

思
い
や
り
の
あ
る
支
え
合
い
の
行
動
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。ぜ
ひ
、「
み
ん
な
が
地
域
で
普
通

に
生
き
生
き
と
暮
ら
す
」と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
地
域
で
丁
寧
に
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
、「
無
縁
社
会
」に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
③
心
理
的
虐
待（
怒
鳴
る
、無
視
す
る
な

ど
、精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
）」「
④

放
棄・放
任（
食
事
や
水
分
を
提
供
し
な

い
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
な
い
な

ど
）」「
⑤
経
済
的
虐
待（
年
金
や
賃
金
の

搾
取
、勝
手
な
財
産
処
分
な
ど
）」が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
や

早
期
発
見・早
期
対
応
が
障
害
者
の
尊
厳

を
守
る
た
め
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

い
る
。

「
早
期
発
見
が
大
切
」　
相
談・通
報
は

市
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ

　
地
域
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
の
早
期
発

見
は
、尊
厳
を
守
る
地
域
社
会
に
向
け
た

第
一
歩
で
あ
る
。例
え
ば
民
生
委
員
や
福

祉
委
員
に
よ
る
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
で「
近
所
に
住
む
障
害
者
が
家

か
ら
出
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
だ
」「
最
近
、

や
せ
細
っ
て
不
衛
生
な
服
装
を
し
て
い
る
」

「
障
害
者
の
家
族
が
何
か
思
い
悩
ん
で
い

る
よ
う
だ
」と
い
っ
た
小
さ
な
異
変
を
感
じ

取
る
こ
と
が
、虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者

だ
け
で
な
く
、そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題

の
早
め
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
地
域
の
福
祉
活
動
者
は
誰
で
も
障
害

者
が
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
場
面

や
出
来
事
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

あると思う
56.1%

ないと思う
9.7%

少しは
あると思う
33.0%

わからない
1.1%

そ
の
時
に
は
慌
て
る
こ
と
な
く
、ま
た
、

一
人
で
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
な
く
専

門
機
関
で
あ
る
市
町
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
に
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会 

会
長

蓬
莱 

和
裕
さ
ん

　
「
障
害
者
の
権
利
は
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
は
、誰
も
が

認
め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、近
所
に
引
っ
越
し
さ
れ
た

世
帯
に
障
害
者
が
い
た
場
合
、そ
れ
を

理
由
に
皆
さ
ん
は「
出
て
行
っ
て
ほ
し

い
」と
言
う
で
し
ょ
う
か
。ま
し
て
、顔

な
じ
み
の
人
が
障
害
者
に
な
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。し
か
し
、障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
計
画
に
地
域
か

ら
反
対
の
声
が
あ
が
る
こ
と
は
、現
在

も
あ
り
ま
す
。

　

誰
に
で
も「
気
が
合
わ
な
い
人
」や

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
」は
い
る
も
の

で
す
が
、そ
の
人
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
、

「
幸
せ
に
な
り
た
い
」思
い
を
否
定
す

る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
は
ず
で
す
。

　
最
も
望
ま
し
い
の
は「
障
害
者
の
尊

厳
」と
区
別
せ
ず
、「
人
間
の
尊
厳
」と

し
て
考
え
る
こ
と
で
す
が
、残
念
な
が

ら
社
会
に
は
埋
ま
っ
て
い
な
い
差
が
あ

り
、そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
が

官
民
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。「
虐
待

防
止
法
」の
施
行
や「
障
害
者
差
別
禁

止
法
」の
検
討
は
そ
の
最
た
る
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
障
害
者
の
生
活
を
専
門
的
に
支
援

す
る
事
業
者
の
立
場
と
し
て
は
、内
外

に
働
き
か
け
な
が
ら
利
用
者
の「
幸
せ

に
な
り
た
い
」思
い
を
実
現
す
べ
く
専

門
性
を
向
上
さ
せ
、自
ら
が
そ
の
幸
せ

を
奪
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
律
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。本
会
で
は
、今

後
、利
用
者
等
が
相
談
で
き
る
弁
護
士

な
ど
を
交
え
た
第
三
者
機
関
の
設
置

を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

　
互
い
の
尊
厳
を
認
め
合
え
る
社
会
に

向
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
誰
も
が
お

互
い
を
尊
重
し
、支
え
合
い
な
が
ら
共
に

生
き
る
地
域
社
会
、い
わ
ゆ
る「
共
生
社

会
」へ
向
け
て
、３
名
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
言
葉
は
と
て
も
重
要
な
視
点
だ
。

　
差
別
禁
止
法
や
障
害
者
虐
待
防
止
法

の
制
定
は
新
し
い
動
向
で
は
あ
る
も
の
の
、

地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
、障
害
者

が
虐
待
で
傷
つ
く
こ
と
な
く
、障
害
の
な

い
人
と
同
じ
よ
う
に
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら

せ
る
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
は
、ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、い
つ
の
時
代
に
も
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。そ
の
第
一
歩
は
認
め
合
う
こ
と

か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、尊
重
し

合
う
気
持
ち
を
持
っ
て
譲
り
合
い
、支
え

合
い
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
障
害
者
が
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と

自
立
し
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参
加・活

動
す
る
社
会
は
、地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て

の
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
で
あ
り
、

そ
の
時
に
は
す
で
に「
無
縁
社
会
」を
抜
け

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「障害者の求めに応じて障害者が
障害のない者と同様に、人権を行使
し、又は機会や待遇を享受するため
に、必要かつ適切な現状の変更や
調整を行うこと」をいう。①基準・手
順の変更、②物理的形状の変更、③
補助器具・サービスの提供の視点
での検討が大切で、個別の判断が
求められる。

キーワード
「合理的配慮」

キーワード
「市町障害者虐待防止センター」

2013 February3 2013 February 22013 February5 2013 February 4



SPECIAL EDITION  特集

　
も
ち
ろ
ん
誰
も
が「
障
害
者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
は
い
け
な
い
こ
と
」と
考
え

て
い
る
だ
ろ
う
し
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。し
か
し
、

平
成
24
年
の「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調

査（
内
閣
府
）」に
よ
る
と
、障
害
者
に
対

す
る
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て「
あ
る
と
思

う
」と
答
え
た
人
が
約
9
割
も
お
り
、多

く
の
人
々
が
差
別
や
偏
見
の
存
在
を
感

じ
と
っ
て
い
る（
図
1
）。

　
実
際
に
、現
在
で
も
次
の
よ
う
な
差
別

が
存
在
し
、障
害
者
と
そ
の
家
族
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
社
会
に
拒
ま
れ
、苦
し
い

体
験
を
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害
を
理
由
に
し
た
対

応
の
解
消
に
向
け
て
、国
は「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
法
律
」（
以

下
、「
差
別
禁
止
法
」）の
制
定
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
い
る
。な
お
、法
案
は
平

成
25
年
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　
昭
和
56
年
の
国
際
障
害
者
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン「
完
全
参
加
と
平
等
」と
、平
成
18
年

の
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
よ
る

「
障
害
者
の
権
利
保
障
」は
、共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
」だ
。

　
特
に
差
別
の
禁
止
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
、

障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
は
、障
害
者
の

参
加
機
会
や
役
割
を
奪
い
、尊
厳
を
深
く

傷
つ
け
る
。早
急
に
社
会
か
ら
解
消
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
と
い
え
る
。

　誰もが尊厳をもって共に生きる社会（共生社会）の実現に向
けて、障害の有無にかかわらず、すべての人がお互いに認め合
う意識をもち、支え合いの行動に移すことが求められている。
　しかし今なお、障害に対する無理解や無関心によって、結果的
に障害者の尊厳が奪われる差別や虐待が起きており、社会全体
での解消が急がれる。今号では、「障害者の自立と社会参加」を
キーワードに、差別禁止と虐待防止の動向をお伝えするととも
に、障害者の尊厳を守る地域社会づくりについて考える。

●
車
い
す
利
用
者
の
場
合
、通
勤
時
は
込

　
み
合
う
の
で
無
理
と
い
う
理
由
で
バ

　
ス
の
乗
車
を
断
ら
れ
る

●
知
的
障
害
者
と
い
う
だ
け
で
プ
ー
ル 

　
を
利
用
で
き
な
い

●
地
域
の
小
学
校
の
入
学
に
あ
た
っ
て
、

　
保
護
者
が
一
日
中
、付
き
添
う
こ
と
を

　
求
め
ら
れ
た

●
障
害
を
理
由
に
宿
泊
を
断
ら
れ
る

●
車
い
す
利
用
と
い
う
理
由
で
バ
ス
や

　
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
を
断
ら
れ
る

●
知
的
障
害
を
理
由
に
日
用
品
の
販
売

　
を
拒
否
さ
れ
る

●
障
害
を
理
由
に
、診
察
に
当
た
っ
て
介

　
助
者
や
保
護
者
の
付
き
添
い
を
求
め

　
ら
れ
る

●
障
害
を
理
由
に
地
域
の
小
学
校
へ
の

　
入
学
が
問
題
と
さ
れ
た

●
障
害
を
理
由
に
企
業
に
採
用
さ
れ
な
い

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会 

会
長

　
本
條 

義
和
さ
ん

　

精
神
障
害
者
は
、生
活
環
境
や
人

間
関
係
を
は
じ
め
、色
ん
な
こ
と
に
不

安
を
抱
え
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。障
害
特
性
か
ら
、話
を
整
理

し
て
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、

相
手
に
話
を
理
解
し
て
も
ら
え
て
い

る
か
不
安
に
な
っ
て
同
じ
話
を
繰
り

返
し
た
り
す
る
の
で
す
が
、そ
の
理
解

が
十
分
で
な
い
と「
何
を
す
る
か
わ
か

ら
な
い
、こ
わ
い
人
」「
あ
ま
り
関
わ
ら

な
い
で
お
こ
う
」と
地
域
の
人
の
偏
見

か
ら
距
離
を
置
か
れ
、疎
遠
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。精
神
障
害
者
が
差
別

や
偏
見
を
受
け
な
い〝
個
性
あ
る
人
〞

と
し
て
地
域
で
孤
立
せ
ず
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、障
害
へ
の
理
解
と

配
慮
、支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
公
共
的
施
設・交
通
機
関
、②
情
報・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、③
商
品・役
務・不

動
産
、④
医
療
、⑤
教
育
、⑥
雇
用
、⑦
国

家
資
格
等
、⑧
家
族
形
成
、⑨
政
治
参
加

（
選
挙
等
）、⑩
司
法
手
続
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障
害
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

〜「
あ
る
と
思
う
」が
約
９
割
〜

何
が
差
別
に
あ
た
る
の
か

〜
進
む
、社
会
の
ル
ー
ル
づ
く
り
〜

障
害
者
虐
待
の
防
止

〜
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
て
〜

認
め
合
い
か
ら
始
め
よ
う

尊
厳
を
守
る
共
生
社
会
へ

　
差
別
禁
止
法
制
定
の
目
的
は
2
つ
。一

つ
は
、「
何
が
差
別
に
あ
た
る
の
か
」を
明

ら
か
に
し
て
社
会
の
ル
ー
ル
と
し
て
共
有

す
る
こ
と
。も
う
一
つ
は
、差
別
を
受
け

た
場
合
の
紛
争
解
決
の
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
。特
に
、差
別
を
し
た
人
を
罰
す

る
の
で
は
な
く
、差
別
禁
止
に
よ
る
障
害

者
の
機
会
均
等
と
社
会
参
加
の
保
障
を

目
指
し
て
い
る
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
そ
し
て
、差
別
禁
止
法
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
障
害
者
政
策
委
員
会
差

別
禁
止
部
会（
内
閣
府
）の
意
見
で
は
、障

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

内閣府「障害者に関する世論調査」（平成24年）より

■図1 障害を理由とする差別や偏見の有無について

障害者の尊厳が守られる地域社会の実現を！

　障害者虐待防止法に基づき各市町に
設置され、障害者虐待に関する通報・届出
の受理や相談、広報・啓発を行う機関。休
日や夜間においても速やかに対応できる
体制が確保されている。県内の相談窓口
は、兵庫県の下記ホームページより閲覧
できる。
ｈｔｔｐ://ｗｅｂ.ｐｒｅｆ.ｈｙｏｇｏ.ｊｐ/ｋｆ０８/ａｂｕ
ｓｅｔｅｌｆａｘ.ｈｔｍｌ

害
者
が
社
会
で
直
面
す
る
問
題（
社
会
的

障
壁
）の
う
ち
、特
に
次
の
10
の
分
野
で
の

差
別
解
消
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

障
害
の
な
い
人
と
異
な
る
取
扱
い

〜「
不
均
等
待
遇
」〜

　
こ
こ
で
、再
び
差
別
の
事
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、障
害
や
障
害
に
関

連
す
る
事
由
を
理
由
と
す
る
区
別
・
排

除・制
限
、障
害
の
な
い
人
と
異
な
る
取

扱
い
を
す
る
こ
と
は「
不
均
等
待
遇
」と

い
う
。た
だ
し
、客
観
的
に
見
て
正
当
な

目
的
が
あ
り
、や
む
を
得
な
い
と
い
え
る

場
合
は
、例
外
的
に
差
別
に
な
ら
な
い
。

障
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
不
足

〜
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
〜

　
次
に
、障
害
者
に
対
す
る
配
慮
が
不
十

分
な
場
合
、「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」と

い
う
差
別
の
考
え
方
が
あ
る
。こ
れ
も
い

く
つ
か
具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
、障
害
の
な
い
人
と
同
様
の

機
会
や
待
遇
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、こ
れ
も
合

理
的
配
慮
の
提
供
に
あ
た
っ
て
経
済
的・

財
政
的
負
担
や
業
務
遂
行
に
及
ぼ
す
影

響
の
面
か
ら「
過
度
の
負
担
」が
生
じ
る

場
合
、例
外
が
認
め
ら
れ
る
。

　
な
お
、前
述
の
世
論
調
査
で
は「
合
理

的
配
慮
と
差
別
に
関
す
る
質
問
」の
設
定

が
あ
り
、合
理
的
配
慮
の
不
提
供
が「
差

別
に
当
た
る
場
合
が
あ
る
と
思
う
」と
答

え
た
人
は
46
．1
％
と
半
数
に
満
た
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、差
別
解
消
に

向
け
て
正
し
い
理
解
を
広
め
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
取
り
組
み
で
重
要
な
視
点

と
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、差
別
禁
止
法
案
に
は
障

害
者
の
差
別
解
消
に
向
け
て
、簡
易
迅

速
な
紛
争
解
決
を
目
指
す
仕
組
み
が
盛

り
込
ま
れ
る
予
定
だ
。具
体
的
に
は
、①

相
談
と
調
整
、②
調
停
、斡
旋
、仲
裁
、裁

定
を
行
う
専
門
機
関
が
設
置
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
差
別
の
判
断
が

難
し
く
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
、障
害

者
と
そ
の
家
族
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑧
障害者の尊厳を守る
地域社会づくり

●
障
害
者
の
求
め
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

　
ず
、大
き
な
文
字
の
利
用
案
内
を
提
供

　
し
な
い

●
建
物
入
口
の
段
差
解
消
が
必
要
な
の

　
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
な
い

●
車
い
す
で
利
用
可
能
な
仕
事
机
が
用

　
意
さ
れ
な
い

●
視
覚
障
害
の
あ
る
労
働
者
で
パ
ソ
コ

　
ン
用
の
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
が
必

　
要
な
の
に
提
供
し
な
い

　
こ
こ
ま
で
、社
会
に
お
け
る
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
考
え
方
を
お
伝
え
し

て
き
た
が
、障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
、尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、も
う
一
つ
解
消
し
な
い
と
い
け

な
い
問
題
が
あ
る
。そ
れ
は
虐
待
で
あ

る
。虐
待
は
、差
別
や
偏
見
の
意
識
を
根

底
に
し
て
、障
害
に
関
す
る
無
理
解
、支

援
技
術
の
未
熟
さ
、支
援
者
の
ス
ト
レ
ス

や
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る
。暴
言
や
暴
力
、

世
話
の
放
棄
、お
金
の
搾
取
と
い
っ
た
虐

待
行
為
は
、障
害
者
の
身
体・心・生
命・

尊
厳
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、虐
待
の

防
止
も
差
別
禁
止
と
同
様
に
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。

虐
待
防
止
に
向
け
た
社
会
の
仕
組
み

〜
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
始
ま
る
〜

　
平
成
24
年
10
月
1
日
、「
障
害
者
虐
待

の
防
止
、障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律（
以
下
、「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」）」が
施
行
さ
れ
、す
べ
て
の
市

町
村
に
障
害
者
虐
待
の
相
談・通
報
窓
口

が
設
置
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、虐
待
を

受
け
た
障
害
者
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、虐
待
を
し
た
加
害
者
に
対
す

る
支
援
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、障
害

者
の
救
済
と
加
害
者
の
支
援
を
通
じ
て

虐
待
防
止
を
図
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　
障
害
者
虐
待
の
内
容
に
つ
い
て
同
法
で

は
、家
族・親
族
や
同
居
人
、福
祉
施
設・

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、会
社
の
事
業

主
な
ど
に
よ
る
5
つ
の
虐
待
行
為
を
定
め

て
い
る
。具
体
的
に
は
、「
①
身
体
的
虐
待

（
暴
力
で
身
体
に
傷
や
あ
ざ
、痛
み
を
与

え
る
行
為
）」「
②
性
的
虐
待（
わ
い
せ
つ
な

こ
と
を
し
た
り
、さ
せ
た
り
す
る
こ
と
）」

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

兵
庫
県
障
害
者
自
立
支
援
連
絡
協
議
会

相
談
支
援
部
会 

部
会
長

玉
木 

幸
則
さ
ん

　

障
害
者
は
日
々
の
生
活
で
、理
不

尽
な
対
応
や
不
平
等
な
場
面
に
遭
遇

し
、い
や
な
気
持
ち
を
抱
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、地
域
で
家
を
探

し
て
住
も
う
と
し
た
場
合
、住
民
か

ら「
障
害
が
あ
る
か
ら
こ
の
街
に
来
る

な
」「
得
体
が
し
れ
な
い
か
ら
こ
こ
に

住
む
な
」と
反
対
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。今
は
、障
害
者
と
支
援
者
が
一

緒
に「
迷
惑
か
け
ま
せ
ん
か
ら
、こ
こ

に
住
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
し

て
理
解
を
求
め
な
い
と
い
け
な
い
、お

か
し
な
社
会
で
す
。思
い
浮
か
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。障
害
の
な
い
人
が
、「
迷

惑
か
け
ま
せ
ん
か
ら
、こ
こ
に
住
ま
せ

て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
障
害
者
の
尊
厳
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
、そ
し
て
共
生
社
会
に
向
け
て
重

要
な
こ
と
は
、障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
お
互
い
が
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て

話
し
合
い
、気
づ
き
、認
め
合
い
、折
り

合
い
を
つ
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
不
安
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
で
す
。障
害
者
虐

待
防
止
法
と
差
別
禁
止
法
は
話
し
合

う
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。障
害

の
な
い
人
は「
も
し
自
分
が
障
害
者
の

立
場
に
立
っ
た
ら
ど
う
感
じ
る
か
」想
い

を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、障
害
者
の
悩

み
や
生
き
づ
ら
さ
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

思
い
や
り
の
あ
る
支
え
合
い
の
行
動
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。ぜ
ひ
、「
み
ん
な
が
地
域
で
普
通

に
生
き
生
き
と
暮
ら
す
」と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
地
域
で
丁
寧
に
話
し
合
っ
て

い
た
だ
き
、「
無
縁
社
会
」に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
③
心
理
的
虐
待（
怒
鳴
る
、無
視
す
る
な

ど
、精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
）」「
④

放
棄・放
任（
食
事
や
水
分
を
提
供
し
な

い
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
な
い
な

ど
）」「
⑤
経
済
的
虐
待（
年
金
や
賃
金
の

搾
取
、勝
手
な
財
産
処
分
な
ど
）」が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
や

早
期
発
見・早
期
対
応
が
障
害
者
の
尊
厳

を
守
る
た
め
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

い
る
。

「
早
期
発
見
が
大
切
」　
相
談・通
報
は

市
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ

　
地
域
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
の
早
期
発

見
は
、尊
厳
を
守
る
地
域
社
会
に
向
け
た

第
一
歩
で
あ
る
。例
え
ば
民
生
委
員
や
福

祉
委
員
に
よ
る
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
で「
近
所
に
住
む
障
害
者
が
家

か
ら
出
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
だ
」「
最
近
、

や
せ
細
っ
て
不
衛
生
な
服
装
を
し
て
い
る
」

「
障
害
者
の
家
族
が
何
か
思
い
悩
ん
で
い

る
よ
う
だ
」と
い
っ
た
小
さ
な
異
変
を
感
じ

取
る
こ
と
が
、虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者

だ
け
で
な
く
、そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題

の
早
め
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
地
域
の
福
祉
活
動
者
は
誰
で
も
障
害

者
が
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
場
面

や
出
来
事
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

あると思う
56.1%

ないと思う
9.7%

少しは
あると思う
33.0%

わからない
1.1%

そ
の
時
に
は
慌
て
る
こ
と
な
く
、ま
た
、

一
人
で
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
な
く
専

門
機
関
で
あ
る
市
町
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
に
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会 

会
長

蓬
莱 

和
裕
さ
ん

　
「
障
害
者
の
権
利
は
守
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
は
、誰
も
が

認
め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、近
所
に
引
っ
越
し
さ
れ
た

世
帯
に
障
害
者
が
い
た
場
合
、そ
れ
を

理
由
に
皆
さ
ん
は「
出
て
行
っ
て
ほ
し

い
」と
言
う
で
し
ょ
う
か
。ま
し
て
、顔

な
じ
み
の
人
が
障
害
者
に
な
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。し
か
し
、障
害
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
計
画
に
地
域
か

ら
反
対
の
声
が
あ
が
る
こ
と
は
、現
在

も
あ
り
ま
す
。

　

誰
に
で
も「
気
が
合
わ
な
い
人
」や

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
」は
い
る
も
の

で
す
が
、そ
の
人
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
、

「
幸
せ
に
な
り
た
い
」思
い
を
否
定
す

る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
は
ず
で
す
。

　
最
も
望
ま
し
い
の
は「
障
害
者
の
尊

厳
」と
区
別
せ
ず
、「
人
間
の
尊
厳
」と

し
て
考
え
る
こ
と
で
す
が
、残
念
な
が

ら
社
会
に
は
埋
ま
っ
て
い
な
い
差
が
あ

り
、そ
の
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
が

官
民
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。「
虐
待

防
止
法
」の
施
行
や「
障
害
者
差
別
禁

止
法
」の
検
討
は
そ
の
最
た
る
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
障
害
者
の
生
活
を
専
門
的
に
支
援

す
る
事
業
者
の
立
場
と
し
て
は
、内
外

に
働
き
か
け
な
が
ら
利
用
者
の「
幸
せ

に
な
り
た
い
」思
い
を
実
現
す
べ
く
専

門
性
を
向
上
さ
せ
、自
ら
が
そ
の
幸
せ

を
奪
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
律
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。本
会
で
は
、今

後
、利
用
者
等
が
相
談
で
き
る
弁
護
士

な
ど
を
交
え
た
第
三
者
機
関
の
設
置

を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

　
互
い
の
尊
厳
を
認
め
合
え
る
社
会
に

向
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
誰
も
が
お

互
い
を
尊
重
し
、支
え
合
い
な
が
ら
共
に

生
き
る
地
域
社
会
、い
わ
ゆ
る「
共
生
社

会
」へ
向
け
て
、３
名
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
言
葉
は
と
て
も
重
要
な
視
点
だ
。

　
差
別
禁
止
法
や
障
害
者
虐
待
防
止
法

の
制
定
は
新
し
い
動
向
で
は
あ
る
も
の
の
、

地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
、障
害
者

が
虐
待
で
傷
つ
く
こ
と
な
く
、障
害
の
な

い
人
と
同
じ
よ
う
に
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら

せ
る
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
は
、ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
通
じ
る
も
の

で
あ
り
、い
つ
の
時
代
に
も
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。そ
の
第
一
歩
は
認
め
合
う
こ
と

か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、尊
重
し

合
う
気
持
ち
を
持
っ
て
譲
り
合
い
、支
え

合
い
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
障
害
者
が
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と

自
立
し
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参
加・活

動
す
る
社
会
は
、地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て

の
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
で
あ
り
、

そ
の
時
に
は
す
で
に「
無
縁
社
会
」を
抜
け

出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「障害者の求めに応じて障害者が
障害のない者と同様に、人権を行使
し、又は機会や待遇を享受するため
に、必要かつ適切な現状の変更や
調整を行うこと」をいう。①基準・手
順の変更、②物理的形状の変更、③
補助器具・サービスの提供の視点
での検討が大切で、個別の判断が
求められる。

キーワード
「合理的配慮」

キーワード
「市町障害者虐待防止センター」

2013 February3 2013 February 22013 February5 2013 February 4



「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

地域の安心を支える民生委員児童委員
　近年、核家族化や単身世帯の増加などに伴う社会的
なつながりの希薄化が叫ばれる中で、特に子育て中の
親子の孤立化が問題になっています。
　兵庫県民生委員児童委員連合会では、このたび１０
年ぶりに「児童委員活動事例集」を発刊しました。１２４
の県内の民生委員児童委員協議会が日常の児童福祉
の活動の中から事例を発表しています。半分が個別援
助（児童虐待）、残り半分が健全育成・子育て支援に関
する活動です。
　県内１万人の民生委員児童委員による地域でのＳＯＳ
のキャッチは、地域で孤立しがちな親子の安心につな
がるものです。児童福祉を主に担う主任児童委員も、
１０年前から３歳児健診を未受診の子どもの家庭訪問
を行いながら、不適切な養育を受けている子どもを発
見し、関係機関につなぐことを行ってきました。今では

地域における主任児童委員の大切な責務と活動範囲
の広がりを実感できるまでになりました。
　事例集の発刊を機に、県内における活動がさらに盛
り上がるとともに、養育者による子どもへの不適切な
関わりがなくなり、すべての子どもたちが未来に向かっ
て大きな希望と夢を持ち成長してくれることを願って
います。
　「無縁社会」を越えるためには、静かなやさしさ、そし
て息の長い見守り支援が大切です。民生委員児童委員
としても、地域住民の立場に立ち、
きめ細かな相談・支援活動を行って
まいります。地域の皆様の温かい応
援、ご協力をお願い申し上げます。

キャンペーンの推進団体が増えました！
　全県キャンペーン推進協議会の推進団体として、こ
のたび下記の団体より参画の申し出をいただきました。
これにより、推進団体は計１８9団体（１月21日現在）
となりました。参画の申し出は、事務局（兵庫県社協
☎078-242-4633）までご一報ください！

協賛について（お礼）
　このたび新たに下記の協賛をいただきました。

　なお、先日50万円の協賛
をいただいた兵庫県遊技業
組合連合会青年部会に対し
て、12月6日に尼崎市内で
開催された「第２３回社会福
祉ぱちんこ競技大会」にお
いて、本会より感謝の楯を
贈呈しました。

兵庫県民生委員児童委員連合会
会長 加納 多惠子さん

ＴＯＰＩＣＳ

メッセージ

新たに参画した団体（順不同）
NPO法人ほっとネット、財団法人長谷川福祉会、全労
済兵庫県本部、日本郵政グループ労働組合はりま東
支部、日本郵政グループ労働組合北神戸支部、日本
郵政グループ労働組合姫路南支部、ろっこう医療生
活協同組合、生活協同組合連合会大学生協阪神事業
連合、兵庫県生命保険協会、名鉄観光サービス株式
会社神戸支店、赤穂市健康福祉部社会福祉課、社会
福祉法人姫路乳児院ピューパホール

協賛企業・団体（順不同）
財団法人長谷川福祉会・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
全労済兵庫県本部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
兵庫県生命保険協会・・・・・・・・・・・・・・・・・協賛金５万円
名鉄観光サービス株式会社・・・・・・・・・・・協賛金５万円

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

住
民
の
声
か
ら「
地
域
の
福
祉
力
」を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
！

たつの市社会福祉協議会☎0791-63-5106 たつの市社協 検索

が
っ
た
が
、市
社
協
職
員
が
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
し
て
住
民
に
説
明
を
行
っ

て
い
る
。よ
り
多
く
の
住
民
が
参
加
で

き
る
場
づ
く
り
を
住
民
と
と
も
に
考

え
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、今
後
も
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
市
社
協
で

は
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、市
社
協
で
は
第
２
次
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。本
計
画
で

も
、小
地
域
福
祉
推
進
組
織
づ
く
り
を

　
た
つ
の
市
社
協
は
、平
成
１７
年
に
１

市
３
町
が
合
併
し
、合
併
後
の
平
成
２０

年
に
第
１
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
を

策
定
し
た
。こ
の
計
画
で
は
、住
民
主

体
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

住
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
小
地
域

福
祉
活
動
を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
。

　
第
１
次
計
画
で
重
点
課
題
に
掲
げ

た
小
地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
を

具
体
化
さ
せ
る
た
め
、最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
が
小
地
域
福
祉
活
動
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
だ
。こ
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
、小
地
域
福
祉
活
動
の
必
要
性

や
手
順
な
ど
、市
社
協
が
目
指
す
小

地
域
福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
住
民
に

提
案
し
て
い
く
ツ
ー
ル
と
し
て
、住
民

リ
ー
ダ
ー
向
け
に
作
成
し
た
も
の
。

　
市
内
で
は
、す
で
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
や
見
守
り
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域

も
あ
り
、活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
対
し
て「
進
め
て
い
く
の
は
難
し

そ
う
」と
住
民
か
ら
の
不
安
の
声
も
上

中
心
に
、研
修
会
や
小
地
域
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
な
ど
の
小
地
域
福
祉

活
動
に
重
点
を
置
き
、住
民
と
と
も
に

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、現
在
の
小
地
域
福
祉
活
動

を
今
後
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
か
を
、

住
民
と
と
も
に
考
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て

「
活
動
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
」を
今
後
作
成

し
、活
用
し
て
い
く
予
定
だ
。活
動
の
振

り
返
り
と
評
価
を
行
い
、次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え

る
と
い
う
も
の
だ
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、計
画
策

定
の
過
程
で
開
催
し
た
住
民

福
祉
座
談
会
で
は
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
概
要
の
分
か

る
も
の
が
欲
し
い
」「
活
動
対

象
者
が
高
齢
者
だ
け
で
な
く

障
害
者
や
若
者
を
対
象
に
し

た
取
り
組
み
も
あ
れ
ば
」な

ど
の
提
案
も
上
げ
ら
れ
た
。

市
社
協
で
は
引
き
続
き
、住

民
の
思
い
を
計
画
に
盛
り
込

み
、形
に
し
て
い
く
。

全
市
域
で
の
活
動
推
進
に
向
け
て

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
へ
向
け
て　

活
動
チ
ェッ
ク
！

　たつの市社協では、第2次地域福祉推進計画の
策定に取り組んでいます。その策定作業の過程で
各種ニーズ調査を分析していくと、さまざまな課題
が見えてきました。こうした課題は、いわば氷山の
一角であり、中には日々の暮らしの中での生活課題
を誰にも相談できずに不便な暮らしをされている方
もおられるかと思います。住民の立場で当事者の生
活課題に向き合っていく社協の
使命を認識し、小地域福祉活
動の再整備の中で、声にならな
い当事者の生活課題を発見し、
相談・支援につなげる仕組みづ
くりに住民の皆様と共に取り組
んでまいります。

あなたのまちの社協ナビあなたのまちの社協ナビ た つ の 市 社 協

たつの市社会福祉協議会
会長 井川 進

　
こ
の
よ
う
に
、市
社
協
は
住
民
活
動

へ
の
関
わ
り
を
通
し
て
、普
段
か
ら
住

民
課
題
の
把
握
に
努
め
、合
併
前
の
旧

市
町
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
活
動
を
発

展
さ
せ
、全
市
域
で
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

地
域
の
実
情
や
特
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、住
民
に
寄
り
添
い
、福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
連
携
の
場
づ
く
り
、

仕
組
み
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

市
社
協
の
今
後
の
活
動
展
開
が
、大
い

に
期
待
さ
れ
る
。

みんなで楽しく過ごすクリスマス（ふれあいサロンの様子から）
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遠く離れた被災地同士を募金がつなぐ

兵庫県内の社協、社
会福祉施設、ＮＰＯ、
職能団体等の救援
活動を紹介します

兵庫県からつなぐ
被災地支援

避難者の語る言葉に真剣に耳を傾ける

　東日本大震災による避難者は今なお32万人、兵庫
県では1,000人以上といわれている。自主避難を含め
るとかなりの人数が避難生活を余儀なくされている状
況だ。
　避難者の暮らしに目を向け、ともに必要な支援を考
えるために、平成24年8月、「避難サポートひょうご」と
いうネットワークが結成された。本会をはじめ、市民活
動センター神戸、宝塚NPOセンター、県弁護士会有志
が世話人となり、行政、社協、NPOやボランティアグル
ープなどがゆるやかにつながりながら、当事者の声に
耳を傾け、必要な支援を検討してきた。

　11月には避難者の立場で相互の交流や相談活動な
どに取り組む県内4つの当事者団体の交流会を開催し、
50人以上が集まった。避難者からは、「同じ境遇の人と
つながって初めて喪失感から立ち直る」「避難者の誰
かが元気になるとつられて元気になる」など、分かち合
う場の大切さが口々に出された。
　一方では、「働くことで回復できる。でも、知らない場
所で就労することはとても難しい」「母子避難者が多い

避 難 サ ポ ー ト ひ ょ う ご

東日本大震災県内避難者の今

避難者を支援するネットワーク

一人一人の声をつなげよう

避難者の声

第 15    回 神 戸 元 町 ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク

被災地へのチャリティー募金を実施

　3月11日の災害で、私が住んでい
た茨城県は全域災害救助法適用地
そして国が除染を行うエリアになり、
関西に母子避難しました。仲間と立
ち上げた「まるっと西日本」は、避難
者が孤立せずに出会えるよう、就職、
イベント、支援団体のサポート情報
を掲載した「週刊・支援情報ニュー
ス」を発行しています。
　「避難サポートひょうご」の発足でよりつながりやすく
なった避難者と支援者の連携プレーに期待して、私も
かつての被災経験をもつ兵庫県でこうした輪が広がっ
たことを避難者の一人として心強く感じています。
⇒「まるっと西日本」の情報はこちらまで
http://maruttonishi.jimdo.com/

中、子育てしながら働いて、当事者同士で助け合う活
動もするのはかなりの負担もある」「ちょっとした相談
ができる場所が分からない」などの訴えも聞かれた。
　今後、「避難サポートひょうご」では、こうした声を踏
まえ、避難者にとって必要な情報の一元化や情報発信
の強化など、具体的な支援策を検討していく予定だ。

　10月6日、神戸元町ミュージックウィーク実行委員会が兵
庫県公館にてチャリティーコンサートを開催した。同ウィーク
は、阪神・淡路大震災をきっかけに15年前に誕生した団体で、
昨年度より、コンサートを通じて東日本大震災被災地支援の
ための募金活動を行っている。今回参加者より届けられた募
金（14万1,007円）も、本会を通じて、宮城県の気仙沼市社
協ボランティアセンターへ寄付が行われた。

古部 真由美さん
（東日本大震災
県外避難者
西日本連絡会 
まるっと西日本）

Personal History

き
ま
し
た
。そ
こ
で
出
会
っ
た
Ａ
さ
ん
と

の
関
わ
り
は
、時
間
を
か
け
て
情
報
を
集

め
て
か
ら
本
人
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
自
分
を
戒
め
る
経
験
で
し
た
。

　
団
地
に
一
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん
は
、作

業
所
で
も
仲
間
と
話
す
姿
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、社
会
と
の
関
わ
り
が
苦
手
で

他
人
と
関
わ
る
こ
と
を
嫌
う
人
の
よ
う
で

し
た
。生
活
費
を
す
ぐ
使
い
果
た
し
、困

り
ご
と
相
談
を
頻
繁
に
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
が
、支
援
を
行
う
中
で
、同
じ
団
地

に
住
む
お
年
寄
り
に
は
優
し
く
、買
物
代

行
や
話
し
相
手
を
し
て
い
る
一
面
を
知
り

ま
し
た
。亡
く
な
っ
た
ご
両
親
も
大
事
に

し
て
い
て
、お
墓
参
り
の
時

期
が
近
づ
く
と
、草
む
し
り

や
清
掃
を
欠
か
さ
ず
行
い
、

「
年
寄
り
と
親
に
は
、感
謝
せ

な
ア
カ
ン
」と
語
っ
た
Ａ
さ
ん
。

人
の
本
質
は
一
面
だ
け
で
分

か
ら
な
い
、一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　
地
域
に
は
障
害
や
精
神
的
な
問
題
、経

済
的
な
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
社

会
的
に
孤
立
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。問

題
が
重
層
的
に
絡
み
合
い
、ど
こ
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
人
で
も
、制
度

や
サ
ー
ビ
ス
、情
報
や
地
域
の
社
会
資
源

が
、そ
の
人
に
つ
な
が
る
よ
う
な
相
談
支

援
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
個
別

性
に
し
っ
か
り
と
焦
点

を
当
て
、社
会
か
ら
孤

立
し
が
ち
な
人
た
ち

が
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
こ

だ
わ
っ
て
見
守
っ
て
い

く
視
点
を
持
ち
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
や
障

害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
支
援

を
通
し
て
、生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
て
い
る
福
嶋
さ
ん
。地
域

と
の
つ
な
が
り
や
ご
本
人
の
強
み
を
み
つ

め
な
が
ら
、地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、社
協
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
こ
だ
わ

り
を
もっ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
社
協
に
入
っ
て
最
初
の
仕
事
は
、移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
担
当
で
し
た
。公
共
交

通
機
関
を
一
人
で
利
用
で
き
な
い
車
い
す

移
動
や
杖
歩
行
の
方
、中
に
は
寝
た
き
り

や
体
に
拘
縮
が
あ
る
た
め
家
の
中
か
ら
外

に
出
る
の
が
難
し
い
方
も
い
ま
し
た
。当

時
の
私
は
専
門
的
な
介
助
技
術
が
な
く

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、外
出

は
地
域
や
人
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
で
も

あ
る
の
で
、「
ど
ん
な
状
態
の
人
で
も
、何

と
し
て
で
も
外
出
さ
せ
た
い
」と
い
う
思

い
で
、利
用
者
に
向
き
合
い
続
け
た
こ
と

が
今
の
私
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
ま
で
の
６
年
間
は
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
専
門
員
と

し
て
、認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
判
断
能
力

に
不
安
の
あ
る
方
々
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
金
銭
管
理・相
談
支
援
を
行
っ
て

社
会
か
ら
孤
立
し
が
ち
な
人
に
寄
り
添
っ
て
、

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

34歳

39歳

45歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

豊岡市社会福祉協議会
相談支援専門員

福嶋 勝さん
ふくしま　まさる

出石町社協（現豊岡市社協）入職

社協合併により豊岡市社協事業
課の福祉サービス利用援助事業
専門員担当

豊岡市障害者虐待防止センター
兼豊岡市障害者相談支援事業所
の相談支援専門員

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

障害者虐待について
考

える啓発活動にも力
を

入れています。
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お問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

一般社団法人 兵庫県子ども会連合会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

一般社団法人 兵庫県子ども会連合会
〒651-0062　神戸市中央区坂口通2-1-1　兵庫県福祉センター内
☎078-221-4081　FAX078-230-9670　
E-mail　aar16910@par.odn.ne.jp　URL  http://www1.odn.ne.jp/̃aar16910/

連絡先

　60周年を迎えることのよろこびを
共有し、これからの子ども会のあり方
や進め方について研究するとともに、
子ども会を支えてこられた地域の皆
様や団体に感謝の意を表す大会とし
ます。
と　き　平成25年11月10日（日）
ところ　兵庫県民会館 けんみんホール

６０周年記念大会

　子どもの思考力、判断力の涵養を
はかるためのオセロ大会。60周年記
念を記念して第1回大会とします。
と　き　平成25年10月27日（日）　
ところ　姫路市内

兵庫県子ども会オセロ大会

　子ども会は、これからの社会の担い手となる子どもたちを
地域ぐるみで育てています。
　県下各地の子ども会では、「三世代交流や運動会などの地
域交流活動」「地域清掃や廃品回収などの奉仕活動」「祭りみ
こし巡行や伝統芸能継承などの文化活動」「七夕、盆踊り、どんど焼きなどの年中行事活
動」「クリスマス会や新入会員を迎える会などの集会活動」など、地域ごとに特色のあるさ
まざまな活動を日常的に行っています。

　地域の子ども会がいきいきとした活動が続けられるよう
に、兵庫県子ども会連合会は、これまでも「子どもが育つ地
域づくり」を推進してきました。昭和28年に発足以来、地域
の皆さんに支えられ平成25年度には60周年を迎えます。
これからも地域の豊かな未来のために、子どもの瞳の輝く
活動を進めていきます！

これからの地域を担う子どもを育てます！
地域に支えられて６０年

第
6
回
全
国
校
区・小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
開
催

地
域
の
チ
カ
ラ
が
神
戸・ひ
ょ
う
ご
に
集
結
！

平
成
25
年
新
年
福
祉
の
つ
ど
い
開
催
！

寄
付・寄
贈
に
つ
い
て

（
お
礼
）

　
1
月
12
日
、神
戸
国
際
展
示
場
ほ
か

で
、第
6
回
全
国
校
区・小
地
域
福
祉
活

動
サ
ミ
ッ
ト 

in 

K
O
B
E 

・ひ
ょ
う
ご

（
主
催
：
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
ほ
か
）

が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
3,
9
0
0
人

を
越
え
る
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、地
域
の
福
祉
活
動
者
ら

が
日
々
の
実
践
を
報
告
し
、交
流
し
合

う
場
と
し
て
、6
年
前
に
大
阪
府
豊
中

市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
。今
回
は

「
地
域
の
チ
カ
ラ
で
、明
日
を
元
気
に
！
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
過
去
最
高
の

参
加
者
が
集
っ
た
。

　
当
日
は
、元
内
閣
府
参
与
の
湯
浅
誠

氏
に
よ
る
基
調
講
演
や「
二
つ
の
大
震
災

と
地
域
の
未
来
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
加
え
、「
制
度
の
狭
間
へ
の

取
り
組
み
」「
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
」

な
ど
16
の
テ
ー
マ
別
の
分
科
会
に
お
い

て
各
地
の
実
践
が
報
告
さ
れ
た
。

　
約
1
年
前
か
ら
県
内
市
区
町
社
協
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
と
も
に
話
し
合
い
を
重
ね
、

〝
オ
ー
ル
ひ
ょ
う
ご
〞で
準
備
を
進
め
て

き
た
本
サ
ミ
ッ
ト
。参
加
者
か
ら
は「
多

く
の
人
が
地
域
福
祉
活
動
に

関
心
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」「
学

ん
だ
こ
と
は
自
分
の
地
域
で

活
か
し
た
い
」等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
実
践
を
振
り
返
り
、県
内

外
の
実
践
者
と
触
発
し
合
う

機
会
と
な
っ
た
。次
回
は
三

重
県
で
開
催
さ
れ
る
。

　

1
月
12
日
、Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に
お
い
て
、新
年
恒
例

の「
平
成
25
年
新
年
福
祉
の
つ
ど
い
」が

開
催
さ
れ
、市
町
社
協
、社
会
福
祉
施

設
、関
係
団
体
等
の
福
祉
関
係
者
約

4
0
0
人
が
県
内
各
地
か
ら
一
堂
に
参

集
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、新
年
ら

し
く
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
会
場
が
包
ま

れ
る
中
、武
田
政
義
県
社
協
会
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
。

本
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

3
月
号
の
特
集
で
詳
し
く

お
伝
え
し
ま
す
！

　

そ
の
後
、来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
井

戸
敏
三
県
知
事
は
、「
政
権
交
代
に
よ
っ

て
大
き
な
波
が
来
て
い
る
が
、厳
し
い

状
況
も
予
想
さ
れ
る
。社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
の
議
論
も
東
京
だ
け
の
議

論
で
す
す
め
ら
れ
て
は
困
る
。福
祉
現

場
の
皆
様
方
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、そ
の
声
を
伝
え
て
い
く
の
が
現

場
を
預
か
っ
て
い
る
者
の
使
命
で
あ

り
、厳
し
さ
の
中
で
も
皆
様
と
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
、続
い
て

登
壇
し
た
藤
原
昭
一
県
議
会
議
長
も

「
地
方
分
権
を
よ
り
一
層
す
す

め
、県
民
が
幸
せ
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、県
議
会
も

福
祉
関
係
者
の
皆
様
と
一
緒
に

推
進
し
て
い
き
た
い
」と
挨
拶

し
、新
年
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を

参
加
者
に
対
し
力
強
く
語
っ
た
。

　
平
成
25
年
は
、新
政
権
に
お
い

て
今
年
度
補
正
予
算
と
来
年
度

予
算
の
編
成
が
進
め
ら
れ
、福
祉

現
場
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
が

予
想
さ
れ
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
が
、参
加
者
は
お
互
い

の
懇
親
を
深
め
、現
場
で
の
さ
ら

な
る
奮
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

　
12
月
5
日
、兵
庫
県
生
命
保
険
協
会
に
よ

る
福
祉
巡
回
車
の
贈
呈
式
が
県
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、西
脇
市
社
協
と
朝
来

市
社
協
へ
福
祉
巡
回
車
が
1
台
ず
つ
寄
贈
さ

れ
た
。同
協
会
は
、平
成
元
年
よ
り
毎
年
、地

域
へ
の
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
県
内
の
市

町
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し
車
両
の

寄
贈
を
行
っ
て
い
る
。

 

12
月
25
日
、新
生
兵
庫
友
の
会（
兵
庫

県
庁
Ｏ
Ｂ
会
）よ
り
本
会
に
15
万
円
が
寄

付
さ
れ
た
。寄
付
金
は
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・

無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
県

内
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用
す
る
予

定
だ
。

　
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会
よ
り
ひ
ょ

う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
に
5
万
円
が

寄
付
さ
れ
、1
月
10
日
に
同
協
会
新
年
互

礼
会
の
華
や
か
な
席
で
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
っ
た
。同
協
会
か
ら
の
寄
付
は
、平

成
14
年
度
以
降
55
万
円
に
上
り
、県
民
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
促
進
や
地
域
福
祉

の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

新年の抱負を述べる井戸知事

 12月25日、新生兵庫友の会（兵庫県庁ＯＢ会）より本会に15万円が寄付された。寄付金は、本会事業を通じ県内の地域福祉の推進に活用する予定だ。
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I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

2月

3月

第1回全国集合住宅団地
支え合いサミット
集合住宅団地におけるコミュニティの問題に
対して私たちが何をなすべきかを、先駆的な事
例を通して考えます。
日時　平成25年2月10日（日）13：00～17：30
会場　関西学院大学G号館
参加費　3,500円
●問同サミット実行委員会事務局（全国コミュ
ニティライフサポートセンター）
TEL022-727-8730

URL　http://www.clc-japan.com/

拘束なき介護にむけてのシンポジウム
全国的な高齢者虐待の現状と防止に向けた取
り組みの紹介を通じて、高齢者虐待を共に考
える機会として開催します。
日時　平成25年2月12日（火）13：30～16：30
会場　兵庫県民会館9F　けんみんホール
対象　会員事業所職員、福祉関係者、福祉系学
生、利用者・家族、一般の方

定員　300人（先着順）
参加費　無料
●問一般社団法人兵庫県老人福祉事業協会
TEL078-291-6822

今いき方を考える
かいご学会 in 西宮2013
介護・医療現場で活躍する講師陣や介護家族
が生き方と逝き方を語り合います。
日時　平成25年3月3日（日）10：00～16：45
場所　関西学院大学G号館
参加費　3,000円（学生1,000円）
●申●問特定非営利活動法人つどい場さくらちゃん
TEL＆FAX0798-35-0251

URL　http://www.geocities.jp/
tsudoiba_sakurachan/

第12回気づきを築くユニットケア
全国実践者セミナー in 神戸
全国の実践発表から、発表者と参加者がとも
に学び考え合うことを目的として開催します。
日時　平成25年3月16日（土）～17日（日）
会場　神戸学院大学　有瀬キャンパス
参加費　一般参加15,000円、会員・発表者
13,000円

内容　実践リレー、現場実践支援講座など
●申JTB東北ECデスクTEL0120-989-960
●問同セミナー実行委員会事務局
（特養・老健・医療施設ユニットケア研究会）  
TEL022-727-8732

URL　http://www.clc-japan.com/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
全日本冠婚葬祭互助協会
社会貢献基金助成
社会貢献活動を行う団体や社会貢献に資する
調査・研究を目的とした事業へ助成します。
対象事業　高齢者福祉事業、障害者福祉事
業、児童福祉事業（福祉分野助成のみ抜粋）

対象団体　非営利組織（財団法人、社団法人、
社会福祉法人、NPO法人、その他任意団体）

助成金額　1件あたり上限200万円(総額
1,000万円)

締切り　平成25年2月28日（木）必着
●申●問社団法人全日本冠婚葬祭互助協会社会
貢献基金運営事務局　TEL03-3596-0061

URL　http://www.zengokyo.or.jp/

兵庫県遊技業協同組合
は～とふるふぁんど支援金
「ボランティアあしすと」部門
遊技時に出たこぼれ玉やホールからの寄付
金などを積み立てた基金により、地域ボラン
ティア活動の支援を行います。
対象団体　県内を主たる活動の場とし、5人以
上のグループで活動している地域の団体ま
たはボランティア団体（この他にも条件あり）

対象事業　環境保全や災害救援事業、地域の
安全、防犯などにかかわる事業、青少年の健
全育成事業、その他の公益の目的と認めら
れる事業で平成25年7月1日～平成26年6
月30日までに終了する事業

助成金額　1件上限100万円※総事業費の4
分の3以内

締切り　平成25年3月8日（金）必着
●申●問はぁ～とふるふぁんど事務局
TEL078-362-8505

URL　http://www.hyoyukyo.or.jp/ 

東日本大震災復興支援
「続・聴きたい伝えたいなんでも話隊」
　東日本大震災の影響で関西へお越しの方々、
神戸の絶景スポットで暖かい飲み物とスイー
ツをいただきながら、ふるさとの話をしません
か？（参加費無料）
日時　平成25年2月10日（日）13：30～15：30
会場　旧グッケンハイム邸（神戸市垂水区）
内容　みんなdeコンサート、参加者同士の交流、
なんでも相談会
●問兵庫県司法書士会TEL078-361-7234
URL　http://www.hyogo-shihoushoshi.jp/

5日

6・13日

8日

12日

14～15日

16日

18日

22日

25日

26日

27日・3月6日

1日

2日

8日

28日

障害福祉施設系事業所中堅職員
研修◆県中央労働センター
職場内研修担当者研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
会計実務基礎講座（通信課程）スク
ーリング◆社会福祉研修所
第３回県内社協地域組織担当者会
議◆県福祉センター
相談面接技術研修・中級（Ｂコース）
◆関西学院大学
メンタルヘルス研修会
◆県福祉センター
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペ
ーン推進協議会幹事会
◆県福祉センター
県ホームヘルプ事業者協議会 ホー
ムヘルプサービス研究協議会
◆神戸市勤労会館
第3回社会福祉研修委員会
◆社会福祉研修所
社会福祉法人監事研修
◆県医師会館
コミュニティワーク基礎研修
◆社会福祉研修所
リスクマネジメント研修
◆県福祉センター
第2回福祉の就職総合フェア　in 
HYOGO◆神戸サンボーホール
社会福祉法人理事長研修
◆県中央労働センター
県社協 第229回理事会
◆県福祉センター
第3回社会福祉政策委員会
◆県福祉センター
県社協　第176回評議員会
◆県福祉センター

第2回 福祉の就職総合フェア in HYOGO
福祉現場への就職を希望する学生や求職者
を対象に、福祉施設等と求職者の合同就職
説明会を開催します。
日時 平成25年3月2日（土）13：00～17：00
会場 神戸サンボーホール
対象　学生・一般求職者
　　　※事前申し込み不要

2月は
「はたちの献血
キャンペーン」
月間だよ！

たつの市

行事予定

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

日本年金機構
「年金記録確認キャンペーン」のご案内
いまだ持ち主が確認できていない記録が多数
残っています。あらためて、ご自身の年金記録
にご心配のある方は、ご確認いただき、お近く
の年金事務所等にご相談ください。
●問ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
TEL 0570-058-555
URL　 http://www.nenkin.go.jp/

●申●問兵庫県社会福祉協議会　福祉人材センターTEL078-271-3881
URL　http://www.hyogo-wel.o.jp

参加費無料

共催イベント「福祉の就職ガイダンス」
（11：00～12：00・要予約）

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成25年2月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑧

障害者の尊厳を守る
地域社会づくり

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

あなたのまちの社協ナビ……P7

たつの市社協
住民の声から「地域の福祉力」を高める
まちづくり活動へ！
地域を駆ける！ワーカー物語……Ｐ8

社会から孤立しがちな人に寄り添って、
地域で暮らし続けられるようにしたい
豊岡市社会福祉協議会　福嶋 勝さん
兵庫県からつなぐ被災地支援……P9

県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

神戸市中央区海岸通8番 神港ビルヂング5Ｆ
ＴＥＬ078-331-5255 ＦＡＸ078-331-7800
http://www.idee-kobe.co.jp

フェニックス
サポーター
はばタン

自然災害から「住まい」「家財」を守る
～兵庫県住宅再建共済制度～

フェニックス共済フェニックス共済
●住宅をお持ちの方

住宅再建共済制度
年額５,０００円で
最高６００万円を給付

●県内にお住まいの方

家財再建共済制度
年額１,５００円で
最高５０万円を給付

共助に感謝キャンペーン実施中！詳しくは下記まで！
（公財）兵庫県住宅再建共済基金  神戸市中央区下山手通5-10-1 
TEL 078-362-9400（専用電話　平日9：00～17：00) フェニックス共済　検索
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